
























































































































































































































een Scylla and C
harybdis” 「両極に






























































































































































































appetite/ forgiven, soul, sin/ tail, m






























































































































































































































































































































































































































































































































































































he Lectures on Love
　　
一、シャルル・ボードレール








































































しかし私の寛大 君の好色な残酷なのです。セックスは屈辱であり ぞっとさせられる遊戯で、そこでは一方が自制心を失うことになるのです。問題が関わるのは所有権とか制禦でありそのためにそれは抵抗し難い遊戯になるのです。私はかつて次のような疑問が議論されるのを聞きました、愛の最大の快楽はどこにあ か
　
が。















































pleasure, love, love, plea-
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いて言えることで）―単なる喜びだけ なく私たちが愛だと表現する始末に負えない深み のです。私たちだけの内緒の、 「或る現代講義」と呼ぶことにしま　
しょう。


































可能な事から不可能な事への弧を……私は寝室の悲劇を褒め讃えたのでし 。私たちに 最初 情熱の正確な描写が必要 す、だから自分 起きたことには何でも注意を払って下さい。何事も全て観察すること。愛は強欲 忘れっぽいのです。是非とも自分自身を激しく生命の中に投げ込むこと す（尤も時々は生命によって元へと投げ返されるでしょう）それでも経験を積んでも忘れっぽくならないことですし自分に起きるあらゆることに驚かないことです。私たちは情熱によって燃料を与えられる創造力 ある生き　
物なのです。


































































































い」と言ってくれるのが、このハーシュの詩。ハーシュもサドに親昵していることがよく窺える作品 ある 第三連の八行目で「セックス 過度に で らないと十分ではい」
“










































紹介した。 「ニューヨーク トリビューン」紙の特派員として欧州を旅行、ローマに一時定住中に結婚し、一家で帰国の途中難船して夫と幼児共々溺死した。惜し でも余りあるという常套句そのままの、享年四〇。この詩の力強い最終行「女性はもはや愛 ために犠牲になることはあり得ません」が、いつまでも心に響き続けるだろう。
次の、
ジャコモ・レオパルディ（
G
iacom
o Leopardi, 
1798
―1837 ）は、卓抜な厭世詩人として世界に聞こえる、イ
タリアの伯爵家出自の詩人。少年期より父の図書館に籠って死に物狂いの猛勉強に没頭し、若年に て、ギリシャ語、ラテン語、英・仏語をマスターし、博識となったが身体をこわし、三九歳で夭折した。
ハーシュの作品は、夜の静寂と得られぬ女性の愛を希求
29
する苦悩とが対比されるレオパルディの詩「祭りの日の夕べ」に触発された詩か。
六番目は、 「コンコードの哲人」 （
Sage of C
oncord ）と
讃えられた米国の思想家、詩人、随筆・評論家のエマソン（R
alph W
aldo E
m
erson, 1803
― 82 ）。
彼
に、
〈
愛
〉
に
つ
い
て
「講義」させ、私と一緒に肉欲の世界（
a voluptuous w
orld ）
を貧ろう（
devour ）と「表明」させた功績（！）を讃える
だけに今は留めておこう。読者は改めて このエマソンの代表的な論文、 「大霊」
“
T
he O
ver- Soul”
（
1841 ）
や「自然」
“
N
ature”
（
1844 ）
を読み直すに違いない。
最後を締め括り飾るコレット
（
G
abrielle- Sidonie C
olette, 
1873
―1954 ）は、申すまでもないがプルーストやジードも
感嘆させたフランスの二十世紀前半の小説家で、ベルギー王立アカデミー会員やアカデミー・ゴンクール会員にも推挙された文学者、清新な感覚と奔放自在な想像力を発揮した心理作家にハーシュも魅了されたか。母親の影響が強いとされている生への熱情と肉欲が主題だとも評された の作家の特徴をよく捉えた詩だと思われる。 『シド』
Sido
（
1929 ）
は母親への思慕が籠められた佳作だった。
第三連の、結婚についての感想も、三度の結婚生活を経
験しているコレットならではのものとして興味深い。
以上の七篇、いずれ劣らぬ優れた作品で、七人の先人作
家という〈紗幕〉を通しての、ハーシュの、愛への探求が表れていたのではなかろうか。
エロスとタナトスは、対のような愛と死の神々であり概
念である。本稿は、本誌前号の拙稿「死を讃えるドナルド・ホール」と、対の一篇のつもりである。参照文献ウェルギリウス『アエネーイス』泉井久之助訳
（世界文学
全集
21・筑摩書房・一九六五）
オウィディウス『転身物語』田中秀央・前田敬作訳
（人文
書院・一九七五）
［カタログ］
『
生誕二〇〇年
ハインリヒ・ハイネ展
～生涯と作
品～
』編集代表
　
鈴木和子
（丸善プラネット株式会社・一
九九七）
澁澤龍彥『サド侯爵の生涯』
（中公文庫・一九八三）
ジルベール・レリー『サド侯爵
―
その生涯と作品の研
究』澁澤龍彥訳
（筑摩書房・一九七〇）
ダンテ『神曲』地獄篇
　
平川祐弘訳
（河出文庫・二〇〇八）
30
ホメロス『オデュッセイア』上・下
　
松平千秋訳
（岩波文
庫・一九九四）
呉
　
茂一『ギリシャ神話』上・下
（新潮社・一九五六）
『ボードレール全集』Ⅵ
　
阿部良雄訳
（筑摩書房・一九九三）
G
erm
aine B
eaum
ont et A
ndré P
arinaud, C
olette （
P
ari: 
Seuil, 1973 ）
M
eh
ren
, Joan
 von
. M
in
erva an
d the M
u
se: A
 L
ife of 
M
argaret F
uller （
A
m
herst: U
niversity of M
assachusetts 
Press, 1994 ）
森田
　
孟「アメリカ現代詩の〈セスティーナ〉
―
その現
状と意義㈠、㈡」 （筑波大学文芸言語学系「文藝言語研究
　
文藝篇
29・
30［
31～
70・
1～
84ページ］
、一九九六）
拙訳の対訳付セスティーナ詩
35篇を収録して考察した。
拙訳での〈
　
〉付とゴチック体は、原詩では各々、個有名詞以
外の大文字で始められる語（句）とイタリック体である。
